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カメラトピックス c a m e r a  t o p i c s
市政の動きを写真で紹介

かごしま観光PRキャラクター「西郷どん」がやってきた！

日本ＩＣＴ教育アワード「デジタル大臣賞」を受賞

令和９年度の西郷隆盛生誕200年・没後150年に向
け市内の幼稚園・保育園を訪問。クイズや写真撮
影などを楽しむ園児たちの笑顔があふれました。

本市の教育DXへの取り組みが評価されまし
た。デジタルを生かし、子どもたちが主体的に
学べる環境づくりをさらに推進していきます。

１月22日（木）～27日（火）

２月３日（火）

平和への思いと願いを込めて

新しい学校生活に向け、期待を胸に

白銀に包まれた街並み

愛情たっぷりに育てた桜島大根

平和都市宣言35周年・戦後80年を記念して、市内の小・
中学生から標語・作文・絵画の作品が多く寄せられ、そ
れぞれの最優秀賞受賞者に賞状と記念品が贈られました。

朝から降り始めた雪により、平地も真っ白に
染まり、幻想的な景色が広がりました。一方
で、路面凍結など生活への影響もありました。

桜島学校の開校説明会を開催し、４月に新２
～９年生になる子どもたちと保護者の皆さん
に、校章や校歌などがお披露目されました。

桜島の４小学校の子どもたちが、鹿児島の食文化や
伝統などを学びながら桜島大根を育て、お勧めの食べ
方などのメッセージを添えて下鶴市長に贈りました。

２月５日（木）

１月27日（火）

２月８日（日）

１月30日（金）

西郷隆盛銅像前を
走る市電(上町線)

ひろばサポーターがゆく
市電・市バスがもっと身近に

鹿児島市交通局「資料展示室」と「整備工場見学」

【交通局総務課☎257-2111D258-6741】

　普段、市電・市バスを利用されている方は多いのではないでしょ
うか。私もその一人です。私たちに身近な市電・市バスの歴史を無
料で学べる場所があると聞き、行ってみました。
　訪れたのは、交通局３階の資料展示室（平日と第４土曜日開館）。

中に入るとまず、年表や昔の写真が展示されて
います。鹿児島市の公営交通は昭和３年に始ま
り、地域の発展とともに歩みを重ねてきました。
今は廃線となっている伊敷線や上町線の写真も
飾られていて、当時は西郷隆盛銅像や宝山ホー

ルの前を市電が走っていたことを知り、とても驚きました。
　奥に進むと、実際に使われていた方向幕（行
き先の表示サイン）や運転ハンドルなどが展示
されています。見るだけでなく、運転手気分で
それらを操作する体験もできるので、子どもか

ひろばサポーター 善福

ら大人まで楽しめると思いました。
　また、ふと窓の外を見ると、整備待ちの市
電が並ぶ圧巻の光景が目に飛び込んできます。
晴れた日には市電越しに桜島を眺めることが
でき、ここでしか見ることができない景色を楽しめるそうです。
　さらに、車両整備工場も見学しました（火・木・金曜日の事前予
約制）。整備中の車両が間近で見られ、整備士の皆さんが細部まで

丁寧に点検や整備を行う姿が印象的でした。
　今回の見学を通して、市電・市バスは長い歴史
の中で多くの努力と工夫を積み重ね、
私たちの暮らしやまちづくりを支え

ている大切な存在であることを実感しました。皆さんも、
市電・市バスの歴史などに触れながら、地域の公共交通に
ついて考える機会にしてみてはいかがでしょうか？

交通局
ホームページ

学芸員オススメ！No.102
市立美術館の逸品

寺尾作次郎
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【市立美術館☎224-3400D224-3409】
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動物ふぁいる No.85
生き物ずかん

かごしま水族館
タイヘイヨウアカボウモドキ

【かごしま水族館☎226-2233D223-7692】

パイナップルつばさの 食育クッキング
～誰でも作れる簡単レシピを紹介～

Instagramでも
レシピ公開中

【保健政策課☎803-6861D803-7026】

春野菜がいざなう、白身魚のささやかなぜいたく　

葉ニンニクと白身魚の香味オイル蒸し

■材料(３人分)

■作り方
❶ 葉ニンニクを４～５㎝幅に切る
❷ フライパンの上に❶を敷き、その
　 上に白身魚を並べる
❸ 魚の表面に下味として塩を振った
　 後、白だしを魚に回しかける
❹ オリーブオイルを全体にかけたら
　 ふたをして、弱めの中火で７分程
　 度蒸し焼きにする
❺ 火を止め、仕上げに黒こしょうを
　 振れば完成
　 （１人分の栄養成分：エネルギー127kcal、食塩相当量0.6g）

葉ニンニク
　谷山地域で栽培が盛んです。スタミナ野菜としてはも
ちろん、ビタミン類や食物繊維も豊富で栄養価の高い野
菜です。

葉ニンニク………………………… 100g
白身魚の切り身(マダラなど)…… 130g
塩…………………………………… 少々
白だし………………………… 小さじ１
オリーブオイル……………… 大さじ２
黒こしょう………………………… 少々

鹿児島住みます芸人
パイナップルつばさ さん

葉ニンニクの香りと
甘みを楽しんでね♪

　タイヘイヨウアカボウモドキは、太平洋やインド洋の暖かい海
に生息するアカボウクジラ科のクジラです。世界的にも非常に珍
しいクジラで、2002年７月26日に川内市（現在の薩摩川内市）の西
方人形岩付近に漂着するまで、誰も姿を見たことはありませんで
した。それまでに確認されていたのはオーストラリアとソマリア
で発見された頭骨のみで、体の色や形も分からなかったため、当
時の図鑑では点線や想像図で描かれるほど謎に包まれていました。
　漂着した個体には、アカボウクジラ科特有の喉元にあるＶ字型
の溝や切れ込みのない尾びれがあり、胃の中からはイカやタコな
どの頭足類の一部や魚に寄生する線虫が見つかりました。この個
体によって初めて全貌が明らかとなり、現在では図鑑にも正確な
姿が描かれるようになりました。
　個体は今、世界初の完全な全身骨格標本として当館の展望ホー
ルに展示しています。学術研究などにも対応できるよう、骨に穴
を開けるといった加工は行わず、脱着可能な構造になっており、
海外からも研究者が訪れます。貴重なタイヘイヨウアカボウモド
キの標本を、ぜひご覧ください。

ユーモラスな十二支が大集合！
　本作は、ユーモラスな
表情の十二支がぐるりと
描かれた、染付の花瓶で
す。染付とは陶磁器の制
作技法の一つで、白い素
地に酸化コバルトを主成
分とする顔料「呉

ご
須
す
」で

絵付けが施されています。
焼くと藍色に発色するた
め、白い素地と鮮やかな
藍色の模様との対比がと
ても美しいです。
　作者の寺尾作次郎は、
鹿児島での薩摩焼の研究・振興や陶芸家としての活動が知られて
いますが、鹿児島へ拠点を移す前は、東京や京都で染色や図案
制作に携わり、多くの展覧会で入賞を果たした実績があります。
　本作は、その染色・図案制作の経験を通じて磨かれたセンスが
光り、寺尾の人柄を思わせる素朴で温かな雰囲気の絵付けが見
る人を引きつけます。
　ぜひ実際に作品を見て、今年の干

え
支
と
である「午

うま
」や、ご自身

の干支を探してみてはいかがでしょうか。
　本作は３月17日（火）から５月17日（日）まで「春の所蔵品展」
で展示しています。
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葉ニンニク
はたっぷり
敷いてね！


